
 

生徒を信じ、任せる教育に 
 

「予測困難な時代」という表現を繰り返し

耳にするようになりました。正解のない問いが

続く今の時代、生徒たちに必要なのは、単に

「与えられたルールを守る力」だけではありま

せん。自ら課題を見出し、対話を通して「納得

解を創り出す力」です。本校が経営方針に掲

げる「管理から主体性へ」の証とも言える、生

徒たちの「創造的な挑戦」が、今、着実に形に

なり始めています。 

その象徴が、生徒会役員選挙の公約から

実現に至った「ジャージ登校の選択制」の開

始です。これは単なるルールの緩和ではあり

ません。生徒が「自治の精神」に基づき、アン

ケートや議論を尽くし、学校や保護者の皆様

を納得させるプロセスを経て勝ち取った大き

な成功体験です。教員は「管理」の立場では

なく、対等な「伴走者」としてその過程を支え

てきました。生徒たちにとって、「学校は自分た

ちの手で変えられる」という実感は、何にも代

えがたい自己有用感の種となるはずです。 

学びの場でも、新しい挑戦が続いていま

す。４月のセーフティ教室では、異学年交流を

通して「AI の安全な活用」について語り合い

ました。最新技術をただ遠ざけるのではなく、

文房具のように使いこなし、自分を「アップデ

ートし続ける姿」を、先輩・後輩が一緒になっ

て考えました。また、５月にはシンガポールから

の教員視察を受け入れ、英語の授業などを

通じて交流を深めました。学年や国籍を超え

た対話は、生徒の中に新しい価値観を育むき

っかけとなっていることでしょう。 

また、本校では図書室を「ほっとルーム」と

して活用し、すべての生徒にとっての「安心で

きる居場所」をめざしています。今年度からは

ここを地域の方々へ開放するだけでなく、保

護者の皆様にはコワーキングスペースとして

も提供し、同時に「生徒の見守り人材」として

の募集もしています。生徒の挑戦を支える土

台は、学校が「心理的に安全な居場所」であ

ることです。働き、学び、見守る大人の姿が校

内にある「スクール・コミュニティ」の中で、生

徒たちが多様なつながりを育んでくれること

を願っています。 

新しさを追求するエネルギーの源泉は、自

校への誇りから芽生えるものです。昇降口の

デジタルサイネージに流れる日常のスライドシ

ョーには、輝く自分たちや仲間の姿が映し出

されています。また 6月には、校歌の作詞者を

招いた講演会と斉唱を企画しています（裏面

参照）。伝統を重んじ、ルーツを大切にしなが

ら、それを未来へとつなげる視点を育んでい

きたいと考えます。 

学校は、生徒の「やりたい」が「できた」に

変わる場所です。校則改訂で見せた生徒の

底力には、私たち大人も見習うべき「未来を

創る姿勢」が含まれています。 

保護者・地域の皆様、ぜひ学校へ足をお運

びいただき、生徒たちの挑戦を間近で感じて

ください。「未来

の創り手」を育

むため、これか

らも共に歩んで

いきましょう。 

 「 志 五 中 だ よ り 」 

夢に向かって全力を尽くし、社会に貢献しようとする 

自立した人に成長することを願い、次のような生徒を育成する。 

・自ら考え創造し すすんで挑戦する人 

・思いやりの心をもち 社会に貢献できる人 

・豊かな情操と体力を育み 心身ともに健康な人 
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ウォーターサーバーの更新 

９年生が７年生のときに行った「エコプロ」で出展していたウォータースタ

ンド社の御厚意により、２台のウォーターサーバーを設置してきました。この

たび、暑さ対策の一環として、板橋区のレンタルにより各校に冷水機能付き

ウォーターサーバーが各階に１台ずつ設置されました。 

昇降口に設置していた既存の無償レンタルの常温浄水器の２台は撤去

となりましたが、屋外で活動する部活動生徒の利便性を考慮し、ＰＴＡと協議した結果、ＰＴＡ予

算により各階に設置された機種と同じウォーターサーバーを１台レンタルし、従来の場所に設置

できることになりました。 ＰＴＡの御理解と御協力に心より感謝申し上げます。 

 

シンガポール教員が本校を視察 

５月１９日、２０日の２日間、日本の教育について学びたいという

シンガポールからの教員（保健体育科）の来校がありました。 

運動会シーズンということで、体育の授業見学は運動会練習が

中心となりました。また、８年生の英語の授業にも参加していただき

ました。教科書で学習したシンガポールが身近なものになったので

はないでしょうか。海外からのお客様との交流が、異文化に触れるよい機会となりました。 

 

開校記念日企画 

創立４０周年から３年が経ち、当時の式典を経

験した生徒たちもすでに卒業しています。今年度

の開校記念日（６月６日）は土曜日ですが、翌週６

月８日の全校朝礼において、プチイベントを企画し

ています。当日は、本校校歌の作詞者であり、開校

当時の国語科教員であった先生をお招きし、校歌

に込めた思いについてお話しいただきます。その後、生徒が校歌を歌う時間を設ける予定です。

生徒には、お話を受けて、その思いを大切にしながら、心を込めて歌ってほしいと考えています。 

 

運動会の実施について（お知らせ） 

今年度の運動会は、５月３０日（土）に実施を予定しています。

なお、天候等の状況により実施が困難と判断した場合は、翌３１

日（日）または６月２日（火）に延期いたします。 

また、近年の暑さ対策として、当日の暑さ指数（WBGT）が３１を超える場合には、生徒の健康

と安全を最優先に考え、延期や一部競技の中止・別日実施等の対応を行う場合があります。加

えて、気温や競技の進行状況に応じて、プログラム順の変更や競技開始時刻の繰り上げなど、

予定を変更して実施することがあります。保護者・地域の皆様におかれましては、御理解と御協

力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

https://www.ita.ed.jp/1320134/weblog 

【生徒の活躍の様子は学校ホームページ 

（学校日記）をご覧ください】 

※右の二次元コードをスマート

フォンで読み取るか、デジタルデ

ータ上では左の URLをクリックし

ていただくと、学校ホームページ

をご覧いただけます。 

 

https://www.ita.ed.jp/1320134/weblog

